
特定海域新魚種定着促進技術開発事業 (マグラ)

兜森 良則 ･松坂 洋

本事業は､平成2-6年度の5ヶ年で実施した ｢特定海域新魚種量産技術開発事業 (青森県 :マダラ)｣

において､種苗量産技術の進展が図られたものの充分でないことから､引続き量産技術の開発を行なうと

ともに､中間育成技術や放流技術の開発を行なうものである｡

Ⅰ.放流技術開発

1. 平成9年度漁期来遊資源に関する知見

(1)漁 獲 量

マダラの主産地である脇野沢村漁協､佐井村漁協 (牛滝支所)の平成9年度漁期の漁獲量は合計

108㌧で､平成8年度漁期 (46㌧)を底打ちとして上向きに転じた｡

表 1平成9年度漁期マグラ漁獲量 (kg)

月 11 12 1 2 3 4 漁期計

脇野沢村漁協 7.449 28,752 4,050 364 40,615

佐井村漁協牛滝支所 12,158 38.620 15,204 1,911 67,893

小計 19.607 67.372 19,254 2,275 108.508

(2)来遊親魚群の生物的特性

① 魚体測定調査

平成9年12月及び平成10年1月の脇野沢村で漁獲されたマダラの全長組成と生殖巣の熟度組成

を図1に示した｡12月､ 1月ともに雌に比べ雄がやや小型であり､平成8年度漁期に比べ75cm

以上の大型魚が少なかった｡熟度組成では12月から雌雄ともやや熟状態のものがみられ､平成8

年度漁期より成熟時期が早まっていた｡

2.標識放流種苗の回帰状況調査

平成9年度漁期における過年度の片腹鰭抜去ま

たは切除を施した人工放流種苗 (平均全長6-9

cm)の回帰は､表2に示したよう､40尾確認され

年々増加傾向にあった｡

東北水研八戸支所に耳右からの年齢査定を依頼

した結果､主体は満4才魚 (平成 6年度産)で､

標識魚の回帰が始めて確認された平成 6年度漁期

以降､満 3才 (平成 7年度産)及び満 7才 (平成

2年度産)での回帰が新たに確認された｡
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表2 放流種苗の回帰状況の推移

回帰漁期回帰尾数計 年令 尾数 全長範囲

(年度) (尾) (才) (尾) (cm)

1 73

2 67-

5 74-

4 80-

4 66-

4 65-

1 90
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* t(αrm)図1 脇野沢村漁協に水揚げされたマグラの月別全長組成及び熟度

組成(測定年月日:平成9年12月23日､

平成10年 1月13､15日)3.稚魚採集

調査(1)材料及び方法調査は平成9年度

産の右腹鰭切除の標識を施した放流種苗 (10年6

月19日､5.5万尾､平均全長51.2mm)

の採集が主目的であった｡脇野沢沖では問口5mx高

さ1m､牛滝沖では間口3mx高さ1mのビームトロールを使

用し､用船 (4.9㌧)により日中稚魚採集調

査を実施した｡曳綱場所

は脇野沢村から佐井村牛滝にかけての沖合い (表3参照)で､曳網速度は2-3ノットに努め

､ 1回の曳綱時間は10-30分であった｡(2) 結 果調査結果は表

3に示した｡平成10年6月24日から平成10年8月26日ま

での期間中延べ31回の曳綱を実施した

が､マグラ稚魚の採集は0尾

であった｡ -2901 表3

平成10年度マグラ稚魚採集調査結
果(ビームトロール使用)

(放 流日
平成10年6月 19日)tI董年月日 曳網 曳網場所 水深 曳 網時rrl採集尾致 傷考

嶋位 N E (m)

(分) (尾)50

15 0 脇沢沖58

10 065 15

058 15 0

HI0.6.24 1 41.06.478日10.6.25

2 4107.2343
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4.陸奥湾湾口部定期水温観測調査

(1)材料及び方法

当所の試験船 (なつどまり)でナンゼンを用い､平成10年4

月から9月までおよそ半月ごとに陸奥湾口部の水温観測を実施

した｡観測点は図2に示す2定線 (平舘線 :明神崎一大崎､蟹

田線 :蟹田川河ロー牛首埼)上の12定点とし､観測層は原則表

層から推進50までは10mごと及び底層とした｡

(2) 結 果

水温観測の結果は表4と図3に示した｡全般的には津軽暖流

水の流入により等温線は津軽半島側でより深部へといった温度

勾配がみられ､6月11-12日まで湾口部全体がまだ13℃台以下

の水温で占められていた｡また時化によりこの勾配は解消され

るときもかなりあるものと推察された｡

種苗放流日 (6月19日)を挟み6月24日には表層で16℃台の

水温もみられ､特に平舘線の津軽半島寄りでは底層でも14℃以

上となりこの期問の水温上昇の著しいことが窺えた｡14℃以下

の水温帯は8月上旬まで底層にみられたが､8月中旬にはほぼ

みられなくなった｡

表4 陸奥湾湾口部の定期水温観測調査結果

鴨粥 月日 定点雷号 表 .｡柑 欝 M 3:*上 ｡ 5｡ 品
10.8 10.ll 10.42 10.20 9.89 9.10 8.06
10.9 10.35 10.59 10.42 8.90 8.30 8.05
ll.0 10.33 10.39 10.29 8.33 8.05 8.07
10.9 10.15 10.19 8.82 7.47 8.71 7.76
10.5 10.09 10.03 9.30 8.98 8.31 7.08
10.0 9.73 9.63 9.26 9.86 9.23 9.86
12.5 11.68 11.56 11.23 10.91 10.97 10.79
12.1 ll.79 11.33 11.13 10.73 10.83 9.95
ll.9 日.69 11.16 10.70 10.58 10.47 7.07
ll.9 日.60 11.71 ll.38 10.80 9.45 7.23
ll,4 11.43 11.55 日.45 9.68 8.24 7.95
日,8 11.82 11.68 11.50 10.73 9.89 8.71
日.9 11.89 11.75 日.43 11.09 8.75 7.17
ll.4 11.50 11.55 11.48 9.35 10.日 7.09
ll.4 11.31 日.55 10.97 9.52 8.86 6.77
ll.4 11.25 10.80 10.61 8.89 7.86 6.97
ll.6 12.49 11.07 10.31 9.71 8.75 7.28
13.7 13.27 12.75 12.29
14.4 13,51 12.56 12.19
14.4 13.36 12.92 12.39
14.5 13.26 12.08 11.96
14.3 13.35 12.18 11.87
15.1 13.94 13.72 11.85
14.0 13.89 13.15 12.ll
14.1 13.60 13.00 12.ll

ll.65 11.30 10.90
12.10 10.88 8.96
ll.36 10.12 8.78
ll.44 10.12 9.80
ll.38 10.99 10.69
日.24 11.00 9.28
10.95 10.10 8.66
10.98 10.35 8.40

14.0 13.37 13.14 12.18 11.57 10.63 8.27
14.1 13.31 12.39 12.01 ll.31 10.60 9.01
14.4 12.58 11,50 11.31 ll.08 11.02 11.21
13.7 13.50 13.29 13.33 12.80 11.56
13.6 13.55 13.41 13.21 13.18 12.71 ll.90
13.7 13.57 13.43 13.49 13.21 12.01 10.88
13.7 13.66 13.61 13.74 13.30 11.70 10.80
13.7 13.65 13.61 13.77 13.04 11.60 10.93
13.5 13.69 13.63 12.62 11.72 11.07 10.76

10.98 10.73
10.95 10.97
14.98 14.81
14.35 13.06
13.57 11.31
12.61 ll.19
ll.69 11.37
12.82 11.07
12.22 10.59
ll.67 10.70
ll.45 10.75
ll.14 10.84
ll.03 10.84

13.4 13.67 13.62 12.90 11.78
13.4 13.43 13.26 13.27 11.99
16.2 15.44 15.23 15.22 15.21
16.3 15.25 14.85 14.64 14.56
15.6 14.57 14.78 14.76 14.03
15.9 14.96 14.73 14.52 13.73
15.3 14.95 15.95 13.93 12.79
15.6 15.03 14.20 14.37 13.49
15.4 15.04 13.77 14.02 12.70
15.4 15.16 14.34 13.17 12.35
16.0 15.13 13.90 13.41 ll.79
15.4 14.79 14.09 13.83 12.90
15.2 14.52 14.02 13.89 11.76

図2 観測定線及 定 点水漂別濃度(更正済)

(m)表層 10 20 30
40 50 底層19.2 1

9.33 18.3819.3 1
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9.16 18.3219.2 1
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Ⅱ.種苗生産技術開発

1.初期餌量大量培養試験

(1)冬期間のL型ワムシの培養試験

多くの種苗生産現場でワムシ培養餌科として使用されているナンノクロロブシスは冬期問の低温

期での増殖率が悪く､本県ではその量的確保が困難であるため､平成5年度からワムシ培養餌科の

探索試験により､新たな餌料として市販の濃縮淡水クロレラと生イーストが実用的な主餌料になる

ことが明らかになった1)2)｡それにより､平成7年度からは培養作業の効率化を図る目的で､本辛

業において濃縮淡水クロレラと生イーストを餌料としたワムシ培養を行っており3)､平成8年度か

らは更に省力化し濃縮淡水クロレラだけを餌料としてワムシ培養試験を行い良好な結果を得た4)｡

そこで､今年度も平成8年度と同様に濃縮淡水クロレラだけでの培養を試みた｡

(彰 試 験 方 法

試験期間は平成10年1月5日より3月6日まで行い､培養は3日問の植継ぎ方式とした｡培養

水槽は1m3ァルテミアふ化槽を用い､ワムシの接種密度は200個体/mlとした｡糞などの懸濁物

を除去するため､ナイロン製マット(商品名 :トラベロンフィルター)3枚を水槽壁に垂下した｡

培養水は80%海水を用い､水温は20℃に保った｡濃縮淡水クロレラの給餌量は試験開始時11
(1回/日)から始め､植継ぎ2日目からは0.54を朝夕2回給餌した｡

(彰 結 果 と 考 察

昨年度はマダラ-の給餌期間中､濃縮淡水クロレラだけで問題なく培養できたが､今年度は試

験期問中2回ワムシ卵表面への真菌類の寄生及び体表面への原生動物の寄生により培養不調が生

じた｡そのためOTC(塩酸オキシテトラサイクリン)の薬浴及びビタミンB12の添加を試み､
回復する傾向は見られたが､最終的には通常に増殖するまでには至らず､新たに何度かワムシを

導入して培養し直す結果となった｡

マダラ種苗生産においてワムシ給餌は初期の生残に大きく影響することから､今後も培養不調

を生じないような培養条件について検討が必要である｡

2.初期生残率向上試験

(1)生物餌料の栄養強化試験

平成8年度は現在アルテミアの栄養強化に使用しているパワッシュA+脂溶性ビタミンの組合せ

とアクアランで､種苗生産時に行っている17時間及び24時間の強化時間に加え､31時間の強化時間

も加えて飼育を試みた｡その結果､全体に生残率は低かったが､どちらの強化剤でも強化時間が長

くなるにつれ生残率が高くなり､これまでの試験結果から生残率が高く､量産飼育でも用いている

パワッシュA+脂溶性ビタミンの組合せで17時間栄養強化した区が今回の試験では生残率が低かっ

たため､今年度は再度同じ条件で栄養強化を試み強化条件の再確認をした｡

(も 試 験 方 法

4-31日令までアクアランで200-300g/m3の濃度で7時間及び24時間栄養強化したワムシを

与えた33日令のマグラ稚魚を用いて､アルテミアをパワッシュA (200ml/m3)+脂溶性ビタミ

ン (80ml/m3)またはアクアラン (200g/m3)を栄養強化剤として水温20℃で17時間､24時間､
31時間の強化時間で試験を試みた｡試験期間は20日間で､試験終了時に取揚げ測定､計数した｡

(彰 結 果 と 考 察

表5及び図4､5に試験結果を示した｡アクアランで17時間栄養強化した区でバラツキがあっ

たが､パワッシュAと脂溶性ビタミンで栄養強化した区 (試験区1-3)もアクアランで栄養強

化した区 (試験区4-6)も強化時間が長くなるにつれて生残率が低下した｡特に昨年度生残率
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が悪く､量産で用いているパワッシュAと脂溶性ビタミンで17時間栄養強化した試験区1は､本

試験の中で最も良い生残率を示した｡成長はすべての試験区間で明瞭な差は見られなかった｡

平成7年度には7-24時間の栄養強化の検討により17時間及び24時間の栄養強化が良く､平成

8年度にはそれより長い時間の栄養強化の効果について検討した結果､長時間栄養強化するほど

生残率が高くなる結果となったが､17時間強化した区の生残率が著しく悪く､再検討をする結果

となった｡今年度の結果は完全に平成8年度の結果と逆となった｡昨年度の考察の中で､アルテ

ミアの高度不飽和脂肪酸の含有量が24℃では12時間で最高に達し､それ以降低下すると記述した

が､この一連の試験における水温がそれより低い20℃であることを考えると､実際に測定してい

ないが高度不飽和脂肪酸の含有量の推移が幾分遅くなり､17時間～24時間付近でその含有量が高

くなり､生残率が高まるという結果の方が､平成7年度の結果も考慮すると整合性がある｡ 昨年

度の結果についてはその原因は不明であるが､試験全体の生残率も低く､使用したマグラ稚魚に

何らかの問題があったものと考えられ､現状ではこの時期のマダラ稚魚の餌であるアルテミアの

栄養強化方法はパワッシュA及び脂溶性ビタミンの組合せで17-24時問栄養強化する方法が最も

良いものと判断された｡

表5.アルテミアの栄養強化時間の違いによる飼育試験結果
強化時間 飼育水槽 収容尾数 収容時全長 飼育日数 取揚げ時全長 取揚げ尾数 生残率

(草野) (m3) (尾) (m) LP) (rrm) (尾) (%)
17 1 2.500 8.6 20 12.3 1920 78.3
〝 J/ /J 〝 付 目.9 1849 74.0

区分 使用した栄養強化剤

1 パワッシュA及び脂溶性ビタミン

2 〝
24 // 〝 〝 // 12.9 1437 57.5
ル ル ル ル 〝 12.5 1559 62.4

3 〝
31 〟 〝 〝 JJ 12.2 1274 51.0
〝 〝 〝 〝 〝 12.2 1230 49.2

4 アクアラン
17 /J 〝 〝 〝 11.8 1842 73.7
〝 JJ ∫/ 〝 〝 12.7 1355 54.2

5 〝
24 〝 〝 〝 J/ 12.4 1526 61.0
〝 〝 〝 〝 〝 11,9 1591 63.6

6 /∫
31 〝 JJ 〝 〝 12.4 1327 53.1
〝 〝 JJ 〝 〝 12.9 1355 54.2

(■位･m ) +p:バワッシュA+脂溶性ビタミン､A:アクアラン
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ける生残率の比較3.種苗量産試験(1)試 験 方 法(彰 採 卵 と ふ 化今年度の採卵結果を表6に示した｡平成9年12月28日､平成10年 1月9

日及び21日に脇野沢村に水揚げされた4尾から採卵したものと平成9年12月29日に活魚

で購入し飼育中であった親魚群が平成10年 1月7-8日に水槽内で自然産卵したものを使用し

た｡親魚の飼育は鮮魚での採卵が順調でない場合に備えていたものであるが､それらの自然産

卵が確



っせいに放精した｡これにより数尾のマダラが同じ方向に旋回したため激しい渦が生じた｡これ

により卵と精子が撹拝され受精したものと考えられる｡

今年度の総採卵数は991万粒であった｡受精卵はビニール袋に海水とともに収容し当センター

まで搬入した｡受精率は32.1-76.9%と例年に比べて低かった｡

卵管理は204ハッチングジャー (1回次 1基､2回次が2基､3回次が 1基)に991万粒の受

精卵を収容し､自然通過海水及び調温海水 (10℃まで加温)を掛け流しした｡
管理中の水温は5.8-9.8℃の範囲で推移し､ふ化までは10-14日要した｡ふ化直前にはハッチ

ングジャーをlrT13パンライト水槽に収容してふ化させた｡

(彰 ふ化仔魚と飼育水槽

平成10年 1月12日に1回次のふ化仔魚を10m3円形水槽に5万尾､平成10年 1月20-25日かけて

2回次のふ化仔魚を30m3円形水槽に30万尾､10m3円形水槽に5万尾の合計35万尾収容した｡そし

て､平成10年 1月31日に30m3円形水槽に30万尾を収容して飼育を開始した｡

表6.採卵結果
採 卵 魚の大きさ 採 卵 採卵 受 温又 ふ 化 ふ化尾

回 次 全長 (cm)体重 (kg) 月 日 (万粒) (%) (oc･d) 日 数 (万尾) (%)
1 67.5 3.0 12.28 85.0 76.9 95.8 14 13.6 20.3

不明+ 不明' 1.7 223.0 66.6 93.5 13
2 不明■ 不明* 1.8 260.0 32.1 96.3 14
73.0 5.4 1.9 164.0 56.8 97.3 14

137.0 59.1

31.2 33.5

3 3?:喜 喜:? 1:…1 1……:呂 言3:孟 3…:1 13 10.･0 84･5

*:水槽内での複数個体による産卵及び放精のため､サイズ及び尾数は未確認である｡

(彰 飼 育 管 理

飼育水中には､ナンノクロロブシスと濃縮淡水クロレラをふ化仔魚収容時から平成10年3月20

-4月1日 (収容後58-68日日)まで添加した｡その濃度は50-150万セル/mlを維持した｡

飼育水温は､ふ化仔魚収容時はふ化水温と同様とし､その後2-3日かけて10℃まで加温して
飼育期間中はその温度を維持するように努めた｡飼育水は紫外線 (uv)殺菌海水とオゾン殺菌

海水を使用し､飼育水を還流させながら成長に応じて換水率を増加させ､仔魚あるいは飼料の均

等分散､底掃除の簡易化を図った｡底掃除は飼育5-7日目からサイホン方式で毎日行った｡

④ 餌 料

飼料としてワムシ (L型シオミズツボワムシ)､アルテミア (ベ トナム産のノープリウスの大

きさ370〃m､北米ソル トレイク産のノープリウスの大きさ570〟m)､凍結ヒラメ受精卵 (県栽

培漁業振興協会提供)､配合飼料 (B-700-C-1000)を用いた｡

飼料系列と給餌期間及び生物飼料の栄養強化方法を表 7､表8に示した｡生物飼料については､

ワムシはアクアラン､アルテミアはパワッシュAと脂溶性ビタミンで栄養強化したものを給餌し

た｡

⑤ 計 数

計数は飼育10日目までは､口径65mmの塩ビパイプで夜間の柱状サンプリングによる容積法､

それ以降は毎日の底掃除を行った際に､-い死個体を計数し期間内の推定生残数を求めた｡取揚

げ尾数は重量法で行った｡
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表7.餌料系列

餌料種類 0102030405060 708090100110120
ワムシ < Lr

(日令) (2-32)
アルテミア

(日令)
ヒラメ凍結卵
(日令)

配合飼料
(日令)

(6-105)

(50-105)

(66-122)

表8.生物飼料の栄養強化法
区 分 ワムシ アルテミア

水温 (℃)
密度 (個体/ml)

アクアラン (g/m3)
パワッシュA(ml/m3)

脂溶性ビタミン (ml/m3)
強化時間 (時間)
給餌回数 (回)

20 20
60-70 1-70
200-300

100-120
60

7及び24 17及び24
1及び 2 1及び 2

(2) 結 果 と 考 察

(手 成 長 と 生 残

平成5年度から種苗生産結果を表9に示した｡

今年度は平成10年1月12-31日までに70万尾のふ化仔魚を用いて122日間飼育し､平均全長で

34.5-39.1mm種苗13.5万尾を生産した｡その生残率は19.3%であった｡

表9.種苗生産結果の概要

年 度 採卵年月日 生産期間

仰

35

30

25

～0

15

10

5

(

E

uJ)
嶋

朝
野

7h

尾 敬 長 生季

(m3) (万尾) (m) (万尾) (m) (%)

H9.12.28 日10.1.12 10×1面 5 4.6
9 日10.1.7-9 - 30･10各1面 35 4.4 13.5 34.5-39.1 19.3
日10.1.21 日10.5.20 30×1面 30 4.5
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成長と生残率の推移は図6､図7に示した｡各水槽毎の成長は､平均全長で20日目に6.8-7.4mm､40日目に10.7-ll.6mm､60日目で16.7-18.3mm､80日

目で21.6-23.4mm､そして､全数取揚げ時の122日日には34.5-39.1mm

に成長した｡今年度も過去最高の生残率を得た平成7年度と同じ飼育条件 (水温､生物餌料の栄養強化方

法等)で飼育した｡初期にはほとんど減耗もほとんどなく順調に推移したが､今年度も50-60日日以

降の配合飼料給餌への移行期に急激な減耗があり､これにより生残率を下げる結果となった｡こ

のように配合飼料-のスムーズな移行が最終生残率を高くする要因として重要であり､今後もこれを解決すべく配



め､66日日での全長は概ね18mmを超えており､今までより大きいサイズから配合飼料を給餌し

たが､スムーズに配合飼料に切り替えることができなかった｡

Ⅲ.中間育成技術開発
1.市販の配合飼料による飼育試験

(1)試 験 方 法

種苗量産試験で生産された種苗13.5万尾は平成10年5月14日､19日､21日に脇野沢村漁業協同組

合に10万尾､5月21日に佐井村漁業協同組合に3･5万尾を運搬して中間育成を行った｡

中間育成は脇野沢村漁協では5×5×3mの海中生賛3面で､佐井村漁協では20m31面及び10m3面

の陸上円形水槽で行い､29-36日間配合飼料を与えて飼育した○

表10.中間育成の結果

配合飼料
の 種 類
K社製
M社製
K社製
M社製
K社製
M社製

収容月日育成方法
育成場所 収容時全長 収容尾数 也:_R亡】放流時全長 放流尾数 標誠尾数 棟鼓方法 生残率

r叩エヌ 'tA廿JZ5淋 放流月日 IJA〟一LPTrl
(nTn) (千尾) (rTTn) (千尾) (干尾) (%)

28.4 20,0 左腹鰭切除 94.7

39.3 15.0 左腹埴切除 98.3

26.0 15.0 左腹埴切除 74.2

27.3 5.0 左腹鰭切除 78.0

脇野沢村 網生責2面
(5×5×3m)
桐生責2面
(5×5×3m)
桐生鷺2面
(5×5×3m)

佐井村 陸上水槽

HIO.5.14 34.5

日IO.5.19 34.9

日IO.5.21 39.1

20m31面 M社製 HIO.5.21 39.1
12m31面

合 計

30.0 日IO.6.19 55.0

40.0 日10.6.19 48.0

30.0 日10.6.19 51.0

35.0 日IO.6.19 52.0

※ HIO.6.1953.0-55.0 65.01-
48.0-55.0 186.0 55.0 89.6~~~~~= こ
※脇野沢村､佐井村漁業協同組合で種苗生産した稚魚

135.0

(2)結果及び考察

中間育成結果の概要を表10に示した○放流日の平成10年6月19日までの生残尾数は12･1万尾で､

中間育成での生残率は89.6%と昨年度に比べ高い値となった｡これは中間育成開始時のサイズが

30mmを超えて大型であったことと配合飼料に餌付いていたことにより､比較的減耗が少なかった

ためであると考えられる｡ しかし､種苗生産期問が送れたことにより中間育成期間が短かく､この

間の荒天により充分な飼料が与えられなかったため､放流時のサイズは50mm台と小型であった｡

2.中間飼育及び種苗放流

表10の中間育成結果のとおり､脇野沢村､佐井村両漁協で生産した稚魚6･5万尾を含めて､平成10

年6月19日に平均全長48.0-55.0mmの稚魚18･6万尾を脇野沢村鯛島周辺 (水深50m)に放流した｡う

ち5.5万尾には左腹鰭切除の標識を施した｡

3.大型幼魚育成試験

効果的な放流サイズ並びにその移動を検討するため､配合飼料のみで大型幼魚までの飼育を今年度

も試みた｡

(1)試 験 方 法

飼育に用いたのは平成8年度生産の平均全長70･0mmのマグラ稚魚270尾で､5n消 形水槽に収容

し平成9年6-12月まで大型幼魚の飼育を行った｡飼育水温は高水温期には調温海水 (冷悔水)を

漉過海水に混合して水温を下げ､なるべく17℃を超えないように調節した｡飼料は配合飼料のみを

給餌した｡

(2) 結果及び考察

平成9年12月に飼育を終了したが､平均全長で21･1cmに成長し､生残尾数は202尾 (生残率は
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74.8%)で､昨年度に比べ成長は変わらなかったが生残率はやや下回った｡これは夏季の水温がか

なり高くなったことによると考えられるが､昨年度同様配合飼料だけで飼育が可能であった｡

これらの生残した大型幼魚のうち190尾は平成9年12月15日に白色ディスクを結着して､脇野沢

村沖に放流した｡

Ⅳ.問題点 と課題

1.早期の種苗生産の開始 :受精卵の早期確保

2.L型ワムシの培養不調対策 :安定培養条件の検討

3.種苗生産の安定化 :生物飼料の栄養強化方法､配合飼料の給餌時期及び方法の改善による生残率の

向上と安定化
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